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当社の防火水槽は、二次製品認定基準
に基づき指定工場で製造した一般財団
法人日本消防設備安全センターの認定
製品です。
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参考図 1.( 認定仕様）　頂版追加開口仕様 (可能範囲）（横置型のみ可能、潜函型は対応不可）

丸孔開口時 平面図 角孔開口時 平面図

＊上図のＬ寸法（Ａﾀｲﾌ ：゚1500mm、Ｂﾀｲﾌﾟ＝2000mm）
＊上図の a、b寸法はﾀｲﾌﾟ毎に固定とする（a=L/2(Ａﾀｲﾌﾟ750, Ｂﾀｲﾌﾟ1000)、b＝410）
＊１ブロック当たりの最大開口面積（500 ㎠以内）を考慮した開口例
　①丸孔開口時の例：最大開口径はφ250mm（開口面積 490 ㎠）
　②角孔開口時の例：最大開口寸法は、a1＝b1＝220mm→（開口面積 484 ㎠）
　　又は、a1=245mm、b1=200mm→（開口面積 490 ㎠）

＊丸孔の場合は開口径、角孔の場合は開口寸法について、お打合せの上、設定します。

1）本図面は、水槽本体の頂版部に採水口、
　導水装置、充水管、空気抜き管等の名称の
　管を貫通させる開口部を設ける場合の仕様
　（オプション）を示す

2）開口部の数は一基当たり 4個以内とする。

3）1個の開口部の面積は 500 ㎠以内とする。

4）1基当りの開口部の面積の合計は
　750 ㎠以内とする。

5）部材の接合面から開口部までの距離 aは
　製品長の中央とする。

6）部材の側壁外面から開口部までの距離 b
　は 410mmとする。

7）上記以外の位置に開口部を設ける場合は
　鉄筋ピッチ以内とし、所定のかぶりを確保
　する。

8）頂版部とは次図による。

注：

製
品
長（
Ｌ
）

製
品
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Ｌ
）

参考図 1.( 認定仕様）　頂版追加開口仕様 (可能範囲）（横置型のみ可能、潜函型は対応不可）
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平面図 配筋平面図

1）本図面は吸管投入口へ側壁貫通孔をもう
　けた場合の仕様（オプション）を示す。

2）側壁貫通孔の一は、吸管投入孔からの昇
　降上さしつかえのない範囲で移動可能とす
　る。

3）側壁貫通孔の大きさは最大φ140mmまで
　可能とする。

4）側壁貫通孔は、投入孔 1個につき 1個と
　する。

側壁貫通孔設置図例（投入孔高さ 600 の場合）

注 1：投入孔高さ 300mmにも 600mmと同様に側壁貫通孔を１か所設けることができる
（土被りが 800mm程度あれば、300mmを２個使用し側壁貫通孔を
  各１個づつ設けることにより、投入孔１か所に２個の貫通孔が可能となる）

側面図 配筋側面図
側壁貫通孔

注：

参考図 2.（認定仕様）  吸管投入孔の側壁貫通孔付 (可能範囲）

＊下端からの高さは、鉄筋の位置関係から 150 又は 350mmとする。円周方向はステップ位
置を除き、吸水管の設置を妨げない範囲とする（お打合せの上、設定します）
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